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長野高教組第100回定期大会の開催にあたり、執行部を代表してあいさつを申し上げます。100回を数える大切な区切りとなる大会ではありますが、コロナ禍のもとオンラインの開催となりました。多忙な勤務をやり繰りしていただき、県下各地からオンラインで参加されている代議員の皆さんに改めて敬意を表します。
昨年の今頃は、5月9日を最後にして県内の感染者がゼロとなり、一斉休業から分散登校に徐々に移行となりました。すべてが初めての中で、感染拡大防止最優先のもと、教育活動が再開されました。しかし、今年はフェーズが違います。県内に10の広域圏すべてでコロナの感染レベルが特別警報の「４」、上伊那の感染レベルは「５」に引き上がりました。全国的にも35の道府県で「第4波」の感染者が「第3波」を上回っています。より警戒すべきは、その主流が「変異株」に置きかわっていることです。10代以下にも感染力を増す「変異株」の広がりは、県内の高校現場にも及び、臨時休校も相次いでいます。先週末の高校総体予選で、3年間流した汗と積み上げた努力を発揮することなく、その舞台に立つことすらできなかった高校生がいたと聞いています。その失意と落胆を思えば、慰める言葉もありません。
「変異株」の広がりは、学校現場に新たな感染拡大の不安とクラスター発生の恐怖をもたらしています。「密」で窮屈な学校現場の課題や実状を考えた時、昨年からの感染拡大防止対策の継続では、この事態の対処には不十分です。抜本的な対策として、「積極的PCR検査実施」と「少人数学級実現」、この二つが不可欠と考えます。山口県では、県内4万人の高校生の希望者すべてにPCR検査の実施を打ち出しました。今後開催される県大会や新人戦の参加者への積極的なPCR検査の実施があれば、悲劇の繰り返しは防げるはずです。また、40年ぶりに国の学級編成基準の引き下げが実現しました。しかし、ご承知の通り、少人数学級が高校現場まで届くには遙か長い道のりです。すべての子どもたちの学習権と教育活動を保障するために、県独自の施策による学習空間の整備を強く求めていく必要があります。
「教育のICT化」が急速に進められています。生徒たちの成長にとって、その有効性や問題点については、慎重かつ充分な検討が求められます。同時に、人とつながり成長する場としての学校のかけがえのない存在を、私たちはいま、改めて感じています。教職員組合の果たす役割もまた同じです。多忙と混乱に翻弄される一人一人の教職員を孤立させることなく、寄り添い集まることで職員集団のつながりを大切にしようではありませんか。
そのためにも健康で人間らしく働くことのできる職場環境が必要です。そのもとでこそ、子どもたち一人ひとりの無限の可能性を信じ、それを開花させるための豊かな教育実践が生まれます。そのための運動方針を確立していただけますよう、大会代議員の皆さんの積極的討論を切にお願いし、執行部を代表してのあいさつとします。
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